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      『私たちの仕事の本質』 
近、危惧していることがあります。 

それは、『BPSD』という言葉への無意識

な依存です。それはこれまで私が、認知

症の状態にある人の本質から目を背け、

専門職の一方的な働きかけや対応で、なだめたり、

だましたり、嘘をついたり、背けたり、欺いたり、

都合良く興味をそらしたり、置き換えたり、気をそ

らしたりしてきたからだと思うからです。しかし、

丁寧に掘り下げてゆくと、その人の持つパーソナリ

ティーに加え、その周囲で起きる様々な出来事や変

化、更に認知症が伴う事で起こる中核となる症状と

が複雑に絡み合い、その人なりに主体的に治めよう

（生きよう）としている当たり前の言動（姿）とし

て捉えることができるよ 

 

うになってきました。 

 私たちの支援職の専門性は、その人の有する能力

に応じて、自立した日常生活を主体的に営めるよう

に支援することです。認知症の状態にある方々の主

体性が最大限引き出され、地域も含めた様々な関係

の中で活かされるよう支援していくことが、私たち

の仕事であり、『認知症ケア』の本質ではないかと

考えます。 

               

 

一般社団法人 北海道認知症 

       グループホーム協会                      

        会長 宮崎 直人 

成２５年度十勝ブロック研修報告「ニーズに

応えた研修会開催」十勝管内にはグループ

ホームが７０事業所程あり、管内介護サービ

スの中核を担っていると言っても過言ではあ

りません。十勝ブロックでは平成２５年６月末から７

月にかけて、認知症介護実践者研修・認知症対応型

サービス事業管理者研修会を開催しました。これは事

前に十

勝管内

各事業

所に対

しアン

ケート

を実施

し集計

の結

果、多

くの希

望が寄

せられ

た研修会の開催でした。 

 

研修会には十勝管内には留まらず北見・釧路方面か

らの参加希望も多数あり、実践者研修で８５名、管理

者研修で５６名と予定の定員を大幅に超える参加への

希望があり、両研修会の必要性を開催前より実感する

こととなりました。 

十勝ブロックでの両研修会は２回目の開催であり、

研修運営経験者が少なく不安な気持ちもありましたが

北海道認知症グループホーム協会の支援の下、協会ま

たは行政、医療関係、民間等から講師を招き、そして

十勝ブロック事業所からの職員の協力もあり無事開催

することが出来ました。 

 

研修の目的である『認知症の方の介護に関わる専門

的な知識や技術の習得を図り多様なサービス形態に

対応出来る専門職を育てる』は、この研修会を通

し、我々専門職にとっては大きな課題ではあります

が、更なる一歩を踏み出せたのではないかと思いま

す。また十勝の介護従事者のスキルアップと共に情

報の共有、更に仲間作りにも大きく貢献できまし

た。何より十勝管内でこの研修が出来たことに大き

な意味があったではないかと感じています。 

 

研修参加者からは振り返りシートにより感謝の言葉

等、様々な意見を頂きました。その中でも事例に基

づいた話を多く聞きたいとの要望も強く、十勝ブ

ロックとしては今後も『ニーズ（心）に応えた研修

開催』が行えるよう取り組んでいきたいと思ってい

ます。 

 

   十勝ブロック 
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座談会5月26日（月）開催 （予定） 
事業所基礎調査 

  
協会の平成25年度の事業所基礎調査が終わ

り今、整理を行っているところですがこの

基礎調査を受けて専門の先生や職員などの

視点からの考察やご意見をい

ただき、より良い利用者サー

ビスの確保や向上発展につな

ぐ機会としたいと考え座談会

を企画

をいた

しまし

た。 

 

日時は来る5月26日（月）当協

会の定時総会の日の総会前の

時間午後1時から約1時間30分

くらいを予定しております。

座談会の出席者は早川先生、井出先生、宮崎 会

長、皆さんとの意見交換も予定しております。 

 

 

当 

 

  このところどうもよく忘れることがある。自分のものをどこかに忘れて困ることがある。忘れまいとするがこれが意に叶わない。大事な

ことは忘れまいとメモを取っておくようにしているがこれがうまくいかない。せっかく伝えてくれるその間も悪く、すぐに忘れてしまうことも

ある。周りの人はいい迷惑に違いない。そんな私に何もなかったかのようにやさしい言葉とものごしでフォローをしてくれることがある。

泣きたくなるほど嬉しい。日頃の認知症支援の成すわざなのか。私が逆の立場だったら叱っていたかもしれないのに。周りから人とし

て生きることへの支援は「こうありたい」と教えられ助けられている。                 

                                                       編集後記とさせて頂きます。   小原陽一 

 

 

 

ちょっといい話 ＜ドイツ＞電車内で女児出産 お祝いに「生涯乗り放題」切符   

                                     毎日新聞 平成24年8月10日 

生まれたての赤ちゃんが手にしたのは「生涯乗り放題」の鉄道切符－－。ドイツ鉄道は、走行中の電車内で８日に生ま

れた女児に、記念として地元の近郊鉄道を生涯利用できる特別乗車券の贈呈を決めた。独メディアは早朝の鉄道で起き

た誕生劇を「小さな奇跡」と伝えている。 

女児が生まれたのは独東部ライプチヒ－ハレ間を走るＳバーン（近郊鉄道）の電車内。８日早朝、妊娠中の女性が陣痛

を訴えたため、乗り合わせた女性客２人がトイレに付き添い、分娩（ぶんべん）を助けた。午前５時半ごろ、元気な泣

き声が響き渡り、女児が誕生。電車は同５時４１分にハレ駅に到着した。母子は病院に搬送されたが、ともに健康とい

う。 

 

平 

最



みんなで考える認知症事例発表北海道大会 in 旭川 
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介護福祉士国家試験受験対策講座 

道南ブロック 

南ブロックでは昨年度に引き続き、中央法規

出版様のご協力を頂きまして、介護福祉士国

家試験受験対策講座（舌噛みそう）を開催致

しました。介護福祉士国家試験の受験要件が従来のまま

で行われるのは平成26年1月と27年1月の試験までという

のはご存じのとおりです。そのためか、はたまた受験料

を低く抑えた影響なのか定員を超える応募があり、お断

りせざるを得ない状況にもなりました。27年の受験機会

を逃すと一気にハードルが高くなります。もとい、高く

なりすぎです。特に皆様のホームにもいらっしゃるであ

ろうお仕事に従事しながら介護福祉士を目指す方にとっ

ては、介護福祉士という資格が遠くなってしまうようで

なりません。今後は実務者研修（これが正式名称？名称

から職業が全く想像つきませんが？）を修了することで

介護福祉士の受験資格が得られるということですが、や

はり費用

面と対面

授業の日

数、特に

その対面

授業が近

場で受け

られると

は限らな

いという

現実を考

えると二

の足を踏

んでしま

う方が多いような気がします。今後はホーム側とし

ても、今まで以上に勤務面への配慮など資格取得希

望者への援助を行わなければ、実務者研修を受ける

ことさえ難しいものと思います。函館でもなかなか

大変なようです。話はそれましたが、国家試験対策

として10月に1回目の模擬試験。（これは腕試し感

覚で受けた方が多かったようです）11月には講師の

先生をお招きしてのポイント解説。（函館にこんな

先 生がい

た んだと

い うくら

い 今まで

の 傾向を

分 析して

お られま

し た）そ

し て忘年

会 シーズ

ン真っ只中の12月14日に、忘年会どころではない

方々が最終模擬試験に臨みました。さぁ残すは試験

本番です。たまには神頼み？もしてみたっていい

じゃないですか。今回の試験で合格できた方も、あ

と一歩だった方も、そして次回に初めてのチャレン

ジをする方も。遠くから眺めているだけの時は、は

るかに高い壁だと思っていたものは、近くに行った

時に初めて実は自動ドアだったと気づくかもしれま

せんよ。まず壁を乗り越えようと思うことから始め

ませんか？ 

道 

『みんなで考える認知症事例発表北海道大会in旭川』

が平成２５年１０月５日全道各地から５００名近くの方

が集まり、道北の地で盛大に開催することが出来まし

た。本大会開催にあたりご理解とご支援いただきました

会員の皆様をはじめ、介護

に携わる従事者、医療関係

者、行政、一般市民の皆様

に心よりお礼申し上げま

す。 

たちは、日頃認

知症の方々のそ

の人らしい暮ら

しを支えなが

ら、自分たちにできること

は何かを常に考え模索し

様々な取り組みを行ってお

ります。今回も各ブロック

を代表してそれぞれの発表

者が、熱い思いとレベルの

高い実践事例を紹介していただきました。会場にお集ま

りの皆様が、認知症ケアや地域との係わりの実践事例を

見聞きすることにより、様々な角度で地域での自分たち

自身の在り方を見つめ直し、認知症の方がより住みやす

い社会を目指し、理解し、共感し、互いの心のつながり

を見つけ出す一歩となった方も多くいらしたことと感

じております。また基調講演では、レビー小体型認知

症の権威小阪憲

司先生をお迎え

してご高話を頂

き、非常に分か

り易く、明快な

講演に、ご家族

様等からも大き

な反響がありま

した。 

この大会は、

道北ブロックと

して初めて開催され

る大きな大会であ

り、実行委員協力委

員が中心となり、互

いに信じ合い、大会

を盛り上げ、成功さ

せることが出来たこ

とが大きな自信と

なったことは言うま

でもありません。 

今後もこの事例発表北海道大会が益々発展し継続的

に開催されることをご期待申し上げます。 

 

『みんなで考える認知症事例発表 

   北海道大会in旭川』実行委員会  

       実行委員長 森山伸広 

 

 

グループホームにおける見取り介護研修など 

空知ブロック 

理 

大

知ブロック 

今年度の空知ブロックの活動としては、 

７月 ＲＵＮ伴に１０事業所参加 

８月グループホームにおける見取り介護  

      磯医師 

２月『ひもときシート』活用学習会 大久保幸積先生 

 （介護福祉士会との共催事業） 

２月福祉施設事業所の雇用管理  高橋一穂先生 

と開催してまいり

ました。 

空知ブロックが掲

げている会員事業

所の職員同士の横

の繋がりを大切に

する事業は今年度

行えなかった事が

残念です。次年度

以降も研修だけで

はなく会員事業所の職員同士の横の繋がりを大切にし

た空知ブロックの活動でありたいと考えております。 

空

 

 

 

分かろうとする 

   言葉のないあなたの心の声を聞こうとする  

   言葉のないあなたの心の痛みを感じようとする   

    分からないかもしれない 

     でも私は分かろうとする 

       言葉や意味をこえて私はあなたを 

         分かろうとする 

                        藤川幸之助 

私 



６ 

 

３ 

 

「絆の会」 毎年大運動会 

道央ブロック 
 

歳市では平成21年から地域密着型事業所

「絆の会」を立ち上げて、毎年大運動会を

行っています。初年度は7社の地域密着型

事業所が集まり、利用者様・ご家族・ス

タッフ・地域のボランティア含め約150名で開催し

ましたが、２年目以降は千歳市のほぼ全社にあたる

１２社が参加しています。プログラムは１、ラジオ

体操 ２、ボールリレー ３、パン食い競争 ４、

借り物競争 

５、玉入れ 

６、リ

レー・綱引

き（ボラン

ティア・職

員）となっ

ています。

このうち、

ラ ジ オ 体

操・ボール

リレー・玉

入れは全員参加競技として、パン食い競争は車いす

の方、借り物競争は歩ける方の競技として行ってい

ます。第５回目となる今年ご家族様はもちろんの

事、福祉課の部長や、市議会議員、社協の会長や職

員、病院の相談員・看護師、老人クラブ・町内会が

ボランティアで来てれて参加者約400名にもなりま

した。 

開会式が終わってラジオ体操で身体をほぐした後

は、横一列に並んでボールリレーです。ボール・風

船・ぬいぐるみ等が次々に送られてくるので慌てて

途中で落としてしまったり、がっちり掴んでしまう

方もいらっしゃいますが、毎年かなり盛り上がりま

す。パン食い競争は上手く取れず思わず手が伸びて

しまう事も(笑)借り物競争は「美人な人」「かっこ

いい人」等が札に入っていて利用者様やボランティ

アの方々が自己申告で借りられていくので、笑いが

起きる事もし

ばしばです。

玉 入 れ は ス

タートの合図

と同時に皆様

大 興 奮。投 げ

入れるだけで

な く、立 ち 上

がって籠に直

接入れる方も

毎 年 多 く い

らっしゃいます。普段立ち上がる事が大変にされて

いる方が、その時はすっ！と立ち上がれています。

リレーでは利用者様のお孫さんや若い職員に混ざっ

て、市議会

議員や相談

員さんは足

がもつれな

がらも全力

疾走して会

場を沸かせ

て い ま し

た。綱引き

ではボラン

ティアの皆

様は純粋に勝ち負けを喜んだり、悔しがったりして

いたのが印象的です。ボランティアとして参加して

下さっているご家族様は普段では見られない様子が

見られて良かった・なにより楽しかったと後日話し

て下さいます。そして、参加して下さった方々がま

た来年も参加したいと言って頂けた事が成功したと

言えることだと考えています。 

 

 
実践者、管理者、実践リーダー研修 

  日程と開催都市（予定） 

 

 

その他の研修 

 日程と開催都市（予定） 

 

日程等変更になる場合がございます。 詳しくはHPをご覧ください。 

認知症介護実践研修 

(実践者研修） 
 

  第１回（札幌市）  

   平成26年5月27日～30日及び6月19日 

  第２回（苫小牧市）  
     平成26年6月24日～27日及び7月17日 

  第３回（旭川市）  

   平成26年7月22日～25日及び8月18日 

認知症対応型サービス 

管理者研修 
 

  第１回（札幌市）  

   平成26年6月19日～20日 

   第２回（苫小牧市）  

     平成26年7月17日～18日 

  第３回（旭川市）  

   平成26年8月18日～19日 

   認知症介護実践研修(実践リーダー研修） 
 

   第１回（函館市）  

    第1週目平成26年5月12日～5月16日  

    第2週目平成26年5月19日～5月23日  

    報告まとめ平成26年6月30日  

   第２回（苫小牧市） 

    第1週目平成26年8月25日～8月29日  

    第2週目平成26年9月8日～9月12日  

    報告まとめ平成26年10月27日  

   第３回（旭川市） 

    第1週目平成26年9月29日～10月3日  

    第2週目平成26年10月6日～10月10日  

    報告まとめ平成26年11月17日  

 

第４回（札幌市） 

 第1週目平成26年10月20日～10月24日  

 第2週目平成26年11月3日～11月7日  

 報告まとめ平成26年12月15日 

 スタッフ研修（札幌市） 

     和田行男氏 

    平成26年7月11日 

 潜在力を引き出す介助と拘縮/予防の 

 アプローチ研修（札幌市） 

     田中義行氏 

   平成26年11月28日 

 
  計画作成担当者研修（札幌市） 

     平成27年1月16日（金） 
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今
日
か
ら
母
の
意
志 

 
 

と
は
関
係
な
く
母
は
生
か
さ
れ
て
ゆ
く
。 

 
 

味
わ
う
こ
と
も
な
く
、
噛
む
こ
と
も
な
く
、 

 
 

飲
み
込
む
こ
と
も
な
い
自
分
が
、
な
ぜ
生
き
て 

 
 

い
る
の
か
？
そ
ん
な
疑
問
も
母
に
は
わ
く
は
ず
も
な
く
。 

 
 

「
母
さ
ん
手
術
ご
苦
労
さ
ん
。
今
日
か
ら
元
気
に
な
っ
て 

 
 

元
に
も
ど
る
ぞ
」
顔
を
寄
せ
て
自
分
で
自
分
を 

 
 

励
ま
す
よ
う
に
母
に
声
を
か
け
る
。 

 
 

「
何
言
っ
て
る
ん
だ
」
と
母
が
ゴ
ポ
ッ
と
ゲ
ッ
プ
を 

 
 

し
た
。
口
か
ら
臭
う
独
特
の
臭
い
・
・
・
・
。 

 
 

真
夜
中
の
海
の
臭
い
が
し
た
。 

  

引
用
著
書
「
ま
な
ざ
し
か
い
ご
」
（
中
央
法
規
） 

著
者 

詩
人 

藤
川
幸
之
助 

 

千 



５ 

 
「癒されませんか」 

札幌ブロック自主研修会 

   札幌ブロック自主研修会 

   「癒されませんか」を終えて 

 

成２５年８月３０日（金）札幌ブロック自主

研修会「癒されませんか」が無事に終了いた

しました。当日は平日の日中にもかかわら

ず、会場のホテルロイトン札幌に１０８名の

方々が参加下さいました。今回の研修会はコーヒーと

クッキーが付いた２部構成とし、第１部ではチェロリス

トの吉川よ

しひろ様を

お迎えして

のチェロの

ライブ演奏

をして頂き

ました。参

加された

方々のほと

んどの方が

チェロの生

演奏を聴く

のは初めてな様子で、耳からだけではなく全身に響き渡

るチェロパフォーマンスに魅了されている様でした。 

また、休憩を挟んでの第２部では講師に五十嵐教行

様をお迎えして「上手な傾聴のしかた」や「前向きな考

え方」などの講話をユーモアたっぷりにされ、会場内で

は笑い声も聞かれてとてもリラックスした研修となりま

した。また、ご協力して頂いたアンケートでは「こんな

研修は初めてで良かった」「チェロの演奏に感激しまし

た」などの書込みが多くありました。全体で３時間程の

研修会でしたが、参加された方々が充実した時間を過さ

れ明日への活力に少しでもお役に立てれば幸いかと思い

ます。この後同ホテルに

て開催された懇親会で

は、宮崎会長、吉川よし

ひろ様、五十嵐教行様を

交えての談話と参加者全

員の自己紹介や、じゃん

けん大会などで盛り上

がった懇親会となりまし

た。 

今回の自主研修会は、平

成２４年１０月に開催し

た「事例発表北海道大

会」の収益などにより、

札幌ブロックに２５万円

程の予算があり、役員で

話し合った結果、GH協会

員の皆様に還元出来る研

修会を開催しようとなり、研修の内容は日頃お仕事でお

疲れだろう介護職員の皆様方などに、ゆったりとした場

所でお茶を飲みながらの研修会で日頃の疲れを少しでも

癒して頂ければとの発案で、役員全員で開催当日に向け

取り組んで来ました。次回も一工夫した研修会を開催出

来れば良いかなと思います。 

 

        札幌ブロック  加藤浩志 

平 

４ 

 
  

事業所基礎調査 

  

  

必
ず
言
い
た
い
５
つ
の
言
葉 

誠
意
正
心
（
せ
い
い
せ
い
し
ん
） 

人
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿 

「
誠
意
正
心
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
「
そ
の
心
を
正

さ
ん
と
浴
す
る
者
は
、
ま
ず
、
そ
の
意
を
誠
に
す
」
な
ど
、
出
自
と
な

る
『
大
学
』
で
は
、
い
く
つ
か
の
文
節
に
登
場
し
て
く
る
。
「
そ
の
意

を
誠
に
す
と
は
、
自
ら
欺
く
な
き
な
り
」
で
あ
る
と
い
う
。
「
意
」

は
、
意
識
や
気
持
ち
の
こ
と
。 

心
が
動
く
こ
と
で
、
意
を
決
す
る
こ
と
も
、
気
持
ち
が
萎
え
た
り
も

す
る
。
心
は
、
そ
の
も
ち
方
次
第
で
、
「
意
」
が
変
幻
自
在
に
移
ろ
う

も
の
。
自
ら
の
「
意
」
が
「
誠
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
ら
の
気
持
ち
を

欺
い
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
「
意
」
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
弱
け
れ
ば
、

利
害
関
係
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
と
の
力
関
係
な
ど
か
ら
「
誠
」

を
翻
し
、
自
ら
を
欺
く
者
も
出
て
く
る
。 

だ
か
ら
、
心
を
正
す
の
で
あ
る
。
「
正
心
」
は
、
「
身
に
忿
懥
す
る

所
あ
れ
ば
、
則
ち
そ
の
正
を
得
ず
。
恐
懼
す
る
所
あ
れ
ば
、
即
ち
そ
の

正
を
得
ず
。
好
楽
す
る
所
あ
れ
ば
、
則
ち
そ
の
正
を
得
ず
。
憂
患
す
る

所
あ
れ
ば
、
則
ち
そ
の
正
を
得
ず
。
心
焉
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
視
れ
ど
も

見
え
ず
、
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
食
ら
え
ど
も
そ
の
味
を
知
ら
ず
」
と

あ
る
。
自
身
に
腹
の
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
怒
り
や
恐
れ
の
感
情
に
突

き
動
か
さ
れ
、
身
も
心
も
正
し
い
状
態
を
保
つ
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。 

「
誠
意
正
心
」
の
要
素
を
備
え
る
人
は
、
わ
が
身
を
修
め
る
こ
と
の

で
き
る
人
で
あ
り
、
人
と
し
て
〝
あ
る
べ
き
姿
（
人
格
資
質
の
本

質
）
〟
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
が
『
大
学
』
に
示
さ
れ
て
あ
る
。
介
護
人

材
の
あ
る
べ
き
姿
も
然
り
。 

 日
常
の
五
心 

「
心
を
正
す
」
に
は
、
「
日
常
の
五
心
」
に
記
さ
れ
た
文
言
を
日
常

的
に
使
う
習
慣
か
ら
始
め
る
と
よ
い
。 

１ 

ハ
イ
と
云
う
素
直
な
心 

２ 

す
み
ま
せ
ん
と
云
う
反
省
の
心 

３ 

私
が
し
ま
す
と
云
う
奉
仕
の
心 

４ 

お
か
げ
さ
ま
と
云
う
謙
虚
な
心 

５ 

あ
り
が
と
う
と
云
う
感
謝
の
心 

 

引
用
著
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「９
９
の
言
葉
の
杖
」
出
版
社
（日
本
医
療
企
画
） 

著
者 

早
川
浩
士 

（
有
限
会
社
ハ
ヤ
カ
ワ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役
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